
【担当課】　道路管理課　☎5654 - 8381

誰もが安心して利用できる道路にしましょう月は
です道路ふれあい月間
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出さない
ように！
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道路は皆さんの大切な公共財産です。道路の役割や重要性を考え、安全で通行しやすい道路環境の維持にご協力ください。

▲

自転車の放置▲

プランターや植木鉢の設置

▲

店頭看板・置き看板の設置▲

商品のはみ出し▲

荷物の放置

▲

のぼり旗の設置

看板や商品などで道がふさがれてしまうと、特
に高齢の方や障害のある方にとって危険です。

道がふさがれていると、災害時に
避難路をふさぎ、消防車・救急車な
どの通行の妨げになります。

のぼり旗を道路上やガードパイプ
に取り付けると、自転車やオートバ
イなどの視界をさえぎり、衝突など
交通事故の原因になります。

商店街での巡回指導

商店街で道路上に看板や商品などを置いている店舗に対して、区と警察が合同

で定期的に巡回指導しています。

道路占有許可

道路の上空に看板・日よけを設置する場合や、足場などを道路上に設置する場合

は、事前に許可を受ける必要があります。物件によっては許可を受けられない場

合がありますので、設置を予定している方は道路管理課へお問い合わせください。
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広告内容については広告主にお問い合わせください。

区内在住の0歳から就学前までのお子さんが病気の回復期で集団

保育が困難な場合や、保護者の方が傷病や出産などにより一時的

に保育が必要になった場合に、自宅に訪問して保育を行います。

【実施施設】 右表のとおり

【利用日時】

月～金曜日（祝日・年末年始を除く）

原則、午前8時～午後6時

【利用料】

▼お子さん1人を保育する場合

1時間800円

▼2人目以降 1時間500円

お子さんのお食事などは、利

用者がご用意ください。

【利用方法】 事前に利用登録が

必要です。詳しくは実施施設に

お問い合わせください。

【担当課】 子育て支援課

九州北部

大雨災害義援金を

受け付けています

7月5日からの九州北部地方にお

ける断続的な大雨により、大きな被

害が出ました。被災された方々に心

よりお見舞いを申し上げます。

区では、この災害で被災された

方々を支援するため、以下のとおり

義援金を受け付けています。

【受付期間】 8月28日㈪まで

【受付場所】

▽区民ホール（区役所2階）

▽総務課（区役所5階504番）

【受付方法】 現金のみ受け付けます。

【担当課】 総務課 !5654‐8136

申し込み・問い合わせ

〒125‐0054
高砂1‐18‐14
小林充弘
!3696‐0639

〒125‐0042
金町4‐4‐12
村田方（葛飾短歌会事務局）
!3607‐0636

申込方法

封書に返信用封筒（82円切手貼付・宛先記入）を
同封の上、8月19日㈯（必着）までに応募票を請求
してください。応募票が届いたら、所定事項を書
いて、8月31日㈭（必着）まで。

封書に「自由題」の未発表の作品一首（200字詰原
稿用紙使用）と1，000円の定額小為替を同封し、
住所・氏名（フリガナ）・電話番号を書いて、8月31
日㈭（必着）まで。

費用

1点につき
500円

1，000円
（定額小為替代）

内容

題材は自由
単写真で未発表作品（四つ切～半切）
1人2点以内
ご自身で作品の搬入・搬出を行って
ください。

▽講話

▽詠草に対する講評
く く みなとえい こ ね む

【講師】久々湊盈子氏（合歓短歌会）

日時・会場

10／7㈯～12㈭午前10時～午後6時
（7日は午後3時から、12日は午後5時
30分まで）
かつしかシンフォニーヒルズ
（立石6‐33‐1）

10／8㈰午後1時～4時30分
亀有地区センター
（亀有3‐26‐1リリオ館7階）

種目

写真

短歌

電話番号

3608‐4597

3607‐0889

3694‐5439

担当地域

水元、西水元、
東水元、南水
元、新宿

金町、東金町、
柴又、高砂（高
砂1丁目を除
く）、鎌倉、細
田（細田2丁目
を除く）、奥戸
9丁目

上記以外
の地域

施設名

さかえ保育園
（水元3‐11‐8）

金町保育園
（東金町3‐36‐15）

こひつじ保育園
（東四つ木3‐6‐12）
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【担当課】 生涯学習課

訪問型保育をご利用ください

盆棚
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